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人口の動き

8月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 3;4 6 2 -21 
3 0.4 9 7 - 17 

3 2.9 6 5 - 4 
1 7.5 9 7 -16 
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チャーター便飛び立つ

長崎県親善訪中団(団長・久保知事、 143人〉を乗
せた中国への初めてのチャーター便が、今月 1日、初

秋の北京を目指し長崎空港を飛び立ちました。

国際便が離発着しないローカル空港からの中国への

チャーター便としては初めてのもので、出発に先立ち

空港8番スポットでは武航を祝い、花束贈呈やテープ

カットなど華やかなセレモニーが行われました。

今後、長崎空港と中国各地への定期空路も身近かな

ものとして考えられ、同空港の国際色が一層高まって

きそうです。
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「あなたの羽根が l 

社会に生きるJ

一品
ハ
間
募
金
運
動
叩
月
1
日
か
ら

一

十
月
一
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

赤
い
羽
根
は
た
す
け
あ
う
心
の

シ
ン
ボ
ル
で
す
。

乙
の
運
動
は
、
民
間
の
社
会
福

祉
施
設
や
在
宅
の
お
年
寄
り
ゃ
心

身
障
害
の
人
々
な
ど
の
た
め
に
、

グ
た
す
け
あ
い
d

の
心
を
募
金
に

託
し
て
、
社
会
福
祉
'
に
直
接
参
加

す
る
国
民
運
動
で
す
。

あ
か
る
く
、
し
あ
わ
せ
な
社
会

を
築
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
暖
か

。

い
ご
援
助
と
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

犬
の
登
録
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

m
月

1
日
か

十
月
一
日
か
ら
、
犬
鑑
札
手
数

料
な
ど
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

(-一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー寸
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

り

ま
す
。な
お
、
本
年
度
の
登
録
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
早
目
に
済
ま
せ
て

下
さ
い
。

犬
鑑
札
手
数
料
二
千
円

(
現
行
三
百
円
)

鑑
札
再
交
付
手
数
料
五
百
円

(
現
行
二
百
五
十
円
)

注
射
済
票
手
数
料
三
百
円

(
現
行
百
五
十
円
)

注
射
済
票
再
交
付
手
数
料
百
五

十
円
(
現
行
百
円
)11 

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

品

可

也

町

静

也

町

晶

町

品

町

農

家

の

花

嫁

(

婿

)

の

相

談

は

各

地

区

農

協

支

所

長

さ

ん

ま

た

は

農

業

委

員

さ

ん

ご

存

じ

交
通
事
故
の
治
療
費
は

加
害
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
国
保
の
保
険

証
で
医
療
機
関
に
か
か

れ
な
い
の
で
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
治
療
費
は
査
額
加
害
者
が
支

払
う
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
と
り
あ
え
ず
国
保
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

た
だ
し
、
か
か
っ
た
費
用
は

後
で
加
害
者
が
国
保
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は

直
ち
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
に
交
通
事
故
証
明
書

を
添
え
て
保
険
年
金
課
へ
届
け

出
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で

す

カ3

※
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
て

か
ら
国
保
で
治
療
を
受
け
た

場
合
、
医
療
費
の
七
割
(
国

保
で
支
払
っ
た
分
)
を
世
帯

主
あ
て
に
請
求
す
る
乙
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ど
注
意
下
さ

※
国
保
加
入
者
が
、
勤
務
先
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、
国
保
と
健
康
保
険
の
保

険
証
を
添
え
て
市
民
課
の
窓

F

口
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

J、
ど

う

ぞ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下

水

道

備

え

て

理

想

の

秋
の
全
国
焚
一通
宝
島
一
運
動
。

yns与'純一

老

人

と

子

ど

も

を

交

通

事

故

か

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
二

十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
県
下
に
お
け
る
交
通
事

故
は
、
件
数
・
傷
者
に
つ
い
て
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
死
亡

者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

乙
の
死
亡
事
故
は
、
交
通
五
悪

(
飲
酒
、
無
免
許
、
速
度

・
追
越

歩
行
者
保
護
義
務
違
反
)
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
特
に
飲
酒
運
転
で

は
十
五
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
県

で
は
独
自
に
『飲
酒
運
転
の
追
放
』

を
追
加
し

①
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事

故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

①
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全

運
転
の
促
進

以
上
の
三
項
目
を
運
動
の
重
点

と
し
て
推
進
し
ま
す
。

お
互
い
の
立
場
で
参
加
し
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
絶
滅

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ら

守

ろ

う

歩
行
者
は

O
道
路
の
横
断
は
横
断
歩
道
か
歩

道
橋
を

O
交
差
点
や
曲
り
角
で
は
必
ず
安

全
を
確
か
め
て

O
信
号
が
青
で
も
車
が
止
ま
っ
て

か
ら

O
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
目
立
つ

服
装
で

自
転
車
利
用
者
は

O
点
検
整
備
を
確
実
に

。
右
折
・
左
折
の
合
図
を
確
実
に

、.，、，‘、・、.、.‘.，、，賀、・、.、‘、.，、
.e
、.盟、‘‘、.、.、.，‘‘，‘.‘、‘‘，、，
e
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.、‘‘.，、
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回
圃
・
・
国
主
一

…L
一
非

常

時

に

備

え

一

-

-

-

-

ぬ

ぐ

ぶ

消

防

団

が

夏

季

訓

練

一

一
圃
・

---v殴齢
心一一一一一…
…

市
消
防
団
で
は
、
八
月
乙
れ
は
、
消
防
団
の
団
結
主
二

・
・
・
・
・
E
聞
園
田
園
割
論

J

}

三
十
日
、
三
十
一
日
の
両
気
の
高
揚
を
は
か
る
乙
と
を
目
的
…

…
圃
・
・
・
圃
園
開
圏

一
引
い

…
目
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
な
ど
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

炎
天

一

a

・・・・・・咽醐凶嗣
プvr&
ネ

に
九
十
五
人
が
参
加
し
て
下
の
訓
練
で
し
た
が
、
い
ざ
と
い
ケ

一a・
・

園

闇

圃

昌

一

二
ん

ポ
ジ
プ
操
法
訓
練
な
ど
を
う
時
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
一
生
け
ん

一

幽

・

・

園

田

輔

、
。
二

品
行

い

ま

し

た

。

ん

命

に

頑

張

っ

て

い

ま

し

た

。

一

'
γ

J

込
(.
.
.
.
.
 酒星
組
.
.
.
.
 
、

パ

i
J
h
R
:
祉

，、，‘、・、.、，、.，、，
E

、.、.、，、.，、，‘‘・、
.. ，、.，‘、.‘.、‘・‘，、，，‘、.‘.、、、、，、
a
e

、・、.、.、.，、
a
g

、・、.、.、.，、
a
k

‘・、.、.、.，、.‘.、、・‘，、.，‘、.、 都

市

づ

く

り

O
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
照
ら
し

反
射
材
な
ど
を
つ
け
て

運
転
者
は

O
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
は

い
た
わ
り
の
気
持
で

O
過
労
・
暴
走
運
転
を
し
な
い

「長崎市内にパス専用レーン 1 

みなさんのご協力を 10月1日から一一」

警
察
で
は
、

長
崎
市
内
の
通

勤
通
学
に
利
用

さ
れ
て
い
る
路

線
パ
ス
な
ど
大

量
公
共
輸
送
機

関
を
ス
ム
ー
ズ

に
運
行
で
き
る

よ
う
、
十
月
一

日
か
ら
パ
ス
専

用
レ

l
ン
規
制

を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

規
制
時
間

及
び
区
間

時
間

午
前
七

時
か
ら
九
時

ま
で
(
郊
外

か
ら
県
庁
方

向
へ
向
け
て

O
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る

以
上
の
乙
と
に
注
意
し
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
あ
わ
せ

な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

左
側
車
線
)
と
午
後
五
時
か
ら
七

時
ま
で
(
県
庁
か
ら
郊
外
方
向
へ

向
け
て
左
側
車
線
〉

区
間
。
松
山
交
差
点

t
大
波
止

交
差
点
聞
の
国
道
二
O

二
号
、
二

O
六
号

(
N

H
K
前

t
長
崎
駅
前
南

口
交
差
点
を
除
く
)

。γ
県
庁
前

t
桜
町
長
崎
市

役
所
前
国
道
三
四
号

。
長
崎
駅
前
交
差
点
東
側

l
N
B
C
前
交
差
点

規
制
内
容

。
道
路
の
左
端
車
線
(
第

一
通
行
帯
)
に
設
け
ま

す
。
通
行
で
き
る
車
は
、
路

線
パ
ス
、
ス
ク
ー
ル
パ

ス
、
通
勤
パ
ス
、

二
輪

車
、
小
型
特
殊
車
及
び

軽
車
両
で
す

。
レ
l
ン
内
は
、
指
定
さ

れ
た
車
以
外
は
通
れ
ま
せ
ん

。
指
定
さ
れ
た
車
は
、
専
用
レ
l

ジ
内
を
通
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

関
連
す
る
交
通
規
制

。
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、

国
道
に
入
れ
ま
せ
ん

。
区
間
内
は
転
回
禁
止
、
駐
停
車

禁
止
で
す
(
人
の
乗
降
除
く
)

。
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、

本
通
り
か
ら
の
右
折
は
で
き
ま

せ
ん

ー・・・・ 朝のパス レーン

一一一ー 夕方のパスレーン
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(4) 

注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

10月の健康相談日程

日 9:00~11:001 13:00~16:00 
2 妊婦相談 一般健康相談

4 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

11 

一一----------

妊婦教室(第2回)

16 妊婦相談 一般健康相談
18 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

25 l~一一一一一J 妊婦教室(第4回)

-3歳児
検
診

対
象
昭
和
五
七
年
三
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
四
十

九
年
九
月
か
ら
五
十
年
二
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
て

い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ

日
時
九
月
二
十
八
日

午
前
九
時

t
十
時
、
午
後
一
時

10月の日曜・祭日当番医
日|診療科目i医院名|所在地 |電話

一叶吋“科楠木眼科東本町 2-2711

81Mlニ:刻一|E2m整形外科 西本大村町 3-5864

10h ー内科|東一 3878
小内児科科上田医ゐ会E 諏1丁訪目 2-3505 

151内科|松井医院|吋剛
益形外語牟田整形外科 E丁目印01

一医院 1117Ef捌
科岩崎眼科西本町 2-3435

2912児書|長崎医 院 l寿占輔 I5-飴15
外 科佐藤外科杭2丁出津目 2-3070 

※ 

ま

ち

づ

く

り

明

る

い

暮

し

ー
二
時
〈
受
付
)

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お

受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第
四
木
曜

日
)
-

妊

婦

教

室

自
信
を
も
っ
て
楽
な
お
産
に
の

ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

ご
主
人
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

時

間

午

後

一

時

t
四
時

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

午前9時~午後6時

日
月日 内 ~ヨ-・

(1第0/14回) 。。。妊映は画娠じめ中、生ての母保命親健の創と(乳造な房'る心マ得ッサージの実習)

(1第0/21回1) 。。妊安産娠の中のた栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習)

(1第0/31回8) 。。産映育児後画の(、保赤健ちキゃんの入浴のさせ方の実習)
。 ス ンシップ

(1第0/42回5〉 0。乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

程室教婦

診療時間

妊

講

習

会

-
働
く
婦
人
の

き
も
の
着
付
教
室

働
く
婦
人
を
対
象
に
和
服
着
付

の
基
礎
か
ら
、
帯
の
結
び
方
、
訪

問
着
、
式
服
の
美
し
い
着
付
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
月
四
日

t
十
二
月
六
日

(
毎
週
水
曜
日
・
午
後
七
時

t

九
時
)

場
所
中
央
公
民
館

対

象

働

く

婦

人

定

員

二

十

人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
松
永
ま
さ
え
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
中
央
公
民

館

(
富
②
|
四
一
ニ
一
一
一
)
へ
電

話
で
ご
連
絡
下
さ
い

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。

-
手
あ
み
教
室

か
ぎ
あ
み
、
棒
あ
み
な
ど
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
、
初
心
者
を
対
象

に
手
あ
み
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
十
月
四
日

t
十
二
月
六
日

(
毎
週
水
曜
日
・
午
後

一
時
三

十
分

t
三
時
三
十
分
)

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人下

水

道

(恒田犬山川 椎 和元隆(親を話(煙節研た聖次 一
因子寿 笛 三合の宮)元平のど(日へ(究ち山)原般
辺)賀(郎主木様童の井知う戸置の松.......， .......，墓点図 ーー
聖中子西)益祭御話わ信らす板昌道田中宮続のか書 掲T
子年)村時 eり 、留のが義なる康一)毅根城ね知ら ー 二:
)ち時寿のd.IO.......， .......，研宰)いか二) 一晃まむ識の 吾妻三
十ゃ雨行扉 22高有究相大子ちも'--/'--/りの一発 '同
(二らの'--/宮城士(論山ど駒落ょの部天子木 O 想

:会生更奈誌日空員票翁壁2発22h警量E字三芸 書:
5手ら中(夫え)子敏川四都男ぼい事(欧閉ど中田 士宮
;紙ん里橋)城 壁 〉 55隆巻密)しい嘉敦使症も川雄 市の;

ー 不 高ハ詩石賢原子森現 録時(立『‘
~主 用貸ク目村チ集、治白、鴎代プ音(井 て何? 下出ルの光ロ H 島、秋石川ラ教中上 ・零
tく->"V ¥ さしな不太ウお崎芥、川、家リ材沢ひ で、
三ノ i いもど自郎)か藤川与啄志風けさ ー内

。しに由詩萩あ村龍謝木賀土)カいし 書.-~ 

: まもな集原さ 之野 直記 セ ))L ; す最人 朔んオ介晶堀哉 11 ツ 海 l 

の適や太1'"'. 1 、子辰、太 ト を
でで読郎サデ夏、雄林宰・ 感 三
一、す書 詩トィ目宮、芙治 ラ じ 2 
ど ρ サ 集ウオ歌沢北美、 イ る

定

員

三

十

人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
鎌
田
昌
子
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
中
央
公
民

館
(
雷
②
|
四
三
二
一
)
へ
電

話
で
ど
連
絡
下
さ
い

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

竹
松
地
区
の
運
転
者
講
習
会

9
月

間

日

に

変

更

も
よ
お
し

-
第

3
回
南
画
展

日
時
九
月
二
十
一
日

t
二
十
四

日
(
四
日
間
)
午
前
九
時

t

午
後
五
時
ま
で

場
所
中
地
区
公
民
館

主
催
大
村
墨
影
会

後
援
市
教
育
委
員
会

園
少
年
剣
道
大
会

大
村
ラ
イ
オ
ジ
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
第
七
回
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ

優
勝
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
が
九

月
二
十
四
日
(
日
)
、
市
民
体
育

館
に
お
い
て
約
三
十
団
体
に
よ
る

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
声
援
下
さ
い
。

一
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

日
時
九
月
二
十
六
日

一

午

前

十

時

1
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

l主主j
〈
毎
月
第
四
水
曜
日
)

色JJ23主品工可思寝覆罵量・・竃

1 1ぷ立を.;t.~彊堕蕗雲量選詣画面臨
.. 羽田F ゃ. A9胴圃圃・..'..~蕊:Z;<よ立き吋ふLよd

f警ぜ¥惚頭越rus午芯ごま遥5
1吋唖長轟轟個師民主 ヰご 一 冊 子制勝司 、 一寸τ 
F手ζ 一喧き正芝噛崎夜F咽咽司史鴫咽』晶=宝雪 予幅蚕ι営よ:>-幽 悩』幽箇、‘ ι 一品uζ伊~-、~ゐ一ι J

ε藩藍薬誕誕孟亘島=土士??傘ふ~匂で吟tγも プ±古さ:
び か百村両二ボ
大乙れ十に日十 l第 ，刊
村のま五四、二リー 科子
商 大し人十パ日ジ回第 '1手
工会たが三 l 、グの 1 l' 
言句。君Tt手妻勢回壬;
所市 しム!三が青勤妻手
のお て、ン日八少労五
主よ 開二大の月年圭 D

呆チ
工 り工式催 Y

青業業な競会ので年 l 
年 A B お技議後行ボム

T ??点者雪占Zl が:
チムム 績 始務木たり ;云
l 、、はさの市もソ '1変
ム三二 優 れ始長のん E業
で位位勝ま球とで"/ 1m 
しがががし式富 .、大
た西松松たが 永 開会
。大下下。あ 商 会一

募

集

fT 
おっ市
気て民
軽い相
にま談
ごす室
相で
醸す
下べ
さて
い無
料

-
商
工
会
議
所
職
員

九

月

二

十

七

日

-

午
前
十
時

t
午
後
三
時
…

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)
・

日

時

十

月

五

日

一

午
前
九
時
三
十
分

i
午
一

後

三

時

…

島

職

種

経

理

事

務

一

人

資
格
高
校
卒
で
満
二
十
歳
ま
で

の
女
性
。
簿
記
・
珠
算
各
二
級

以
上
、
和
文
タ
イ
プ
の
で
き
る

人
勤
務
条
件
日
曜
・
祭
日
は
休
み

待
遇
面
談
の
上
決
定

※
履
歴
書
及
び
詳
し
い
乙
と
は
大

村
商
工
会
議
所
指
導
課
(
東
三

城
町
六
l
一
・
雷
③
|
四
一
一
一
一

二
)
へ

-
手
話
サ
ー
ク
ル
会
員

毎
週
水
曜
日
(
午
後
六
時

t
八

時
)
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
手
話
講
習

会
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
手
話
技

術
の
向
上
と
ろ
う
あ
者
の
福
祉
に

寄
与
す
る
た
め
、
参
加
者
に
よ
る

大
村
手
話
サ
ー
ク
ル
の
会
が
発
足

し
ま
し
た
。

手
話
技
術
を
修
得
し
た
い
人
は

福
祉
課
ま
た
は
雷
④
|
一
二
二
八

(
宮
路
)
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い

試

験

-

行

政

書

士

十
一
月
二
十
一
日

長
崎
県
庁
(
長
崎
市
)

県
北
振
興
局
(
佐
世
保
市
)

受
験
申
込
先
長
崎
県
総
務
部
総

務
学
事
課

受
付
期
間
十
月
一
日

t
三
十
一

同
H

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
乙
と

場目
所時

は
長
崎
県
総
務
部
総
務
学
事
課

(
長
崎
市
江
戸
町
二
番
十
三
号

雷
長
崎
@
l
一
一
一
一
、
内
線

一
一
一
一
七
)
へ
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

-
海
上
保
安
軟
学
械
学
生

ー
高
校
卒
堂
程
度
|

受
付
期
間
九
月
二
十
九
日

t
十

月
十
二
日

受
験
資
格
昭
和
三
十
年
四
月
二

日
(
大
学
校
学
生
は
昭
和
三
十

三
年
四
月
二
日
)
以
降
に
生
ま

れ
た
男
子
で
次
の
ど
れ
か
一
つ

に
該
当
す
る
人

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
来
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

②
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年

を
修
了
し
た
人
ま
た
は
来
年

三
月
ま
で
に
修
了
見
込
み
の

人
@
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
人
な
ど
①
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
日
大
学
校
学
生
十
一
月
二
十
五

日
・
二
十
六
日

学
校
学
生
十
一
月
二
十
六
日

試
験
地
長
崎
市
ほ
か

※
受
験
申
込
用
紙
及
び
詳
細
は
人

事
院
九
州
事
務
局
(
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
二
|
十
一

l

一

電
福
岡
四
三
一
l
七
七
三
三
)

へ
一
道
路
の
斜
め
横
断
ゃ
、
率
一

一
の
直
前
直
後
の
横
断
、
ま
一

一
た
車
の
聞
を
抜
け
て
渡
る
一

一
乙
と
は
大
変
危
険
で
す
。
気

一
遠
ま
わ
り
で
も
横
断
歩
道
根

一
(
横
断
歩
道
橋
)
を
渡
り
円

一
ま
し
ょ
う
。

f

-

九

寸

戸

川

3

れ
ν

一
3
9
κ
F
ι
む
一
よ

J
d
R爵
燕
丈
』
一
と

一

rp
司
t
一
正
一
こ

一
組
盟
主
釘

一
踏
切
り
の
手
前
で
は
、
い
は

い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
左
右
の
途

速
安
全
を
確
め
て
か
ら
渡
り
寸

川
崎
ま
し
ょ
う
。
警
報
が
鳴
り
一

車
は
じ
め
た
と
き
は
、
か
な
一

も
ら
ず
通
過
す
る
ま
で
待
ち
一

行
い
も
う
一
度
左
右
の
安
全
を
一

見
確
か
め
て
渡
り
ま
し
ょ
う
一

に

電

車

(
汽
車
ν
は
自
動
車

一

ス
と
違
っ
て
止
ま
っ
て
く
れ
一

け

ま

せ

ん

。

一

t

園内，、

li
i

，

か
浪
曲
H

一豆

一

語合一一
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司.開

ス
ポ
ー
ツ

-
老
人
体
育
大
学

内
容
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
l
ム、

民
踊
、
長
寿
体
操
、
そ
の
他

期
間
十
月
四
日

t
十
二
月
六
日

(
毎
週
水
曜
日
・
午
前
十
時

t

正
午
〉

場
所
市
民
体
育
館

対
象
者
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
男
女

募
集
人
員
四
十
人

参
加
料
無
料

傷
害
保
険
加
入
金
三
百
円

申
込

希
望
者
は
九
月
三
十
日
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
市

教
委
体
育
課
へ

-
第
叩
回

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
男
・
女
)

場
所
市
武
道
舘

審
査
対
象
初
段

t
三
段

審
査
内
容

学
科
、
実
技
、
投
げ

の
形

審

査

料

初
段
:
:
:
千
五
百
円

二
・
三
段
:
:
:
二
千
円

主
催
大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

※
筆
記
用
具
を
持
っ
て
く
る
こ
と

-
太
極
拳
学
習
会

太
極
拳
は
中
国
武
術
の一

種
で

健
康
と
心
身
の
円
滑
な
結
び
着
き

を
学
び
ま
す
。

内

容

太

極
拳
の
型
の
練
習

日
時
毎
週
火

・
土
曜
日
の
午
後

六
時

t
八
時

場
所

武
道
館
二
階

会
費
五
百
円
(
月
額
)

問
い
合
せ
先

電
②
|
二
九
三
九

田
方
宅

{，
三
ご置、
く
f
J
ZJ
'J
3
2
2
t
f
，，f
=f
J
a2・、，
ミ
=
t
f
't
，f
J
7
、
・1
-t
f
'
e
r
z
f
J
3・、・
12
t
く
f
J'
J
'ZJ
3
2，ご
k
f再

一

一

ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
を
増

期

間

九

月
二
十
三
日

t
十
月
二
~

れ

で

ア

す

進
す
る
た
め
「
体
育
の
日
」
を
中

十
二
日

J

い

ツ

ゼ

ま

心

と

し

て

「

市

民
ス
ポ
ー

ツ
月
間

」

要

領

町

内
会、

公
民
館
、
職
場
〉

~

一

り

し

を

実
施
し
ま
す
。

団
体
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
川

一

ポ

く

付

'

-

〉

，

一

実
施
さ
れ
る
場
合
、
計
画
書
を
叩

吋

ス

ゴ

交

。

初

制

一

提

出

し

て

下

さ

い

。

へ

v

の

一

を

d
v
~
曲
目
タ

2

検
討
の
う
え
補
助
金
を
交
付

V

A

な

力

金

4
0
ぺ

川

之

づ

す

る

主

で
す
。

A

~

ん

本

助

〈

作

、

〈

」

惣

提

出

期

限

十

月

六
日

ん

¥
r、，

g
，

※

詳

し

く

は

体
育
課
へ

…

口

補

之

誕

提

出

先

市
教
委
体
育
課

一

そ

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ど
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

す
月
二
十
一
日
(
土
)

二
十
二
日
(
日
)

開
会
式
は
二
十
一
日
午
後
二
時

か
ら

場
所
市
民
体
育
館

大
村
小
学
校
体
育
館

玖
島
中
学
校
体
育
館

申
込
参
加
チ
l
ム
は
十
月
七
日

ま
で
に
市
教
委
体
育
課
へ

※
申
込
書
な
ど
は
登
録
少
年
団
へ

直
送
し
ま
す
。

日
時

-
柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

九
月
三
十
日

午
後
一
時
か
ら

の

他

.
通
行

止

め

市
は
、
下
水
道
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
車
両
の
通
行
を
制
限

松
山
雨
水
幹
線
及
び
汚
水
管
布

一

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

清

和

国

へ

一

一
i

l

-

-

夫
三
郎
)
十
万
円

夫
=
一
郎
)
図
書
十
九
冊
(
五
万

マ
赤
水
清
春

(本
町
二
丁
目
)一一一

ム
印
幸
子

(木
場
郷
〉
洗
剤
十
四
一

一
寸
パ
川

u
l川
ぺ
J

マ
今
道
又
男
ハ
今
村
郷
・
亡
母
シ

円
相
当
)

一

「

津

川

川

川

」

敬

称

略

モ

)

三

万

円

1
1
|
|
J

万
六
千
六
十
三
円

ム
中
村
ス
ギ
子

(諏
訪
一一
丁
目
)一

マ
鈴
田
重
喜

(
東
浦
・
亡
父
文
太

一
一
般
寄
付
」
敬
称
略

タ
オ

ル

五

十

本

一

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

r
i
l
l
-
-
L

郎

)

五

万

円

市

立

図

書

館

ヘ

マ
内
山
勇

(池
田
新
町
)
衣
類
三一

一

マ

橋

本

カ

ヲ

(

西

本

町

・

亡

夫

満

社

会

福

祉

事

業

費

へ

十

点

一

一

次

)

三

万

円

市

立

図

書

館

ヘ

マ

横

田

肇

(

池
田
一
丁
目
)
一

万

マ
桃
原
八
百
造
(
諏
訪

一
丁
目
)
マ
川
野
卯
之
助

(
水
田

一
区
)
衣
一

一
マ
中
尾
春
枝
(
池
田
二
丁
目
・
亡
マ
中
尾
春
枝
(
池
田
二
丁
目
・
亡
円

図
書
百
九
十
九
冊

類

三
十
一

点

一

設
工
事

場

所

松

並
二
丁
目
国
道
側
!
早

川
自
動
車
横
か
ら
協
和
町
市
道

空
港
線
側
|
今
里
鉄
工
所
前
ま

で
期

間

九

月
十
五
日

t
来
年
三
月

二
十
日
ま
で

制
限

全
面
通
行
止

お
わ
び
と
訂
正

八
月
十
五
日
号
の
二

ペ
ー
ジ
で

児
童

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
八

月
分
か
ら
増
額
さ
れ
た
乙
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
児
童
扶
養

手
当
の
額
の
と
こ
ろ
で
、
一
人
増

え
る
ご
と
に
月
額
四
千
円
増
額
さ

れ
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

月
額

四
百
円
の
間
違
い
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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